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ラッキョウは 5， 6 月から葉鞘が急速に肥厚し， 葉身の生長がf'~';ll二する. iiEってラッ キ

ョウの球形成には日長，温度条件が関与しているものと思われる.従来ラッキ ョウの分J::i(

の掠1・日や，施11巴， j直付期などが分球数や球重に及ぼす影響については若干調査されている

4，6，7，8，9，10，13) • しかし球形成と 日長，温度条件との関係はまだ明らかにされていなし、5人

ラッキョウは球の肥大する 6月頃花序を分化し，駄にitliたい開花する. この点は他のネ

ギ類とは異な り，その開花生理には興味がもたれる12) これらの点を検討するため木実験

を行なった.

木実験は文部省科学研究費の助成による球根作物Jの球形成機構研究の一部として行なっ

たものである.

E 材料および方法

山形県圧内地方の在来品積(らくだ系)を主として用いた.岡場では 40Cl11rllの畦に 15

X 10Cl11 間隔に，α/5，000鉢には 1鉢当 り4球ずつ植えた.肥料は越冬後1回追肥した以外

は元肥とし， 1ft当り N-1.1，P205-0.6， K20-1. 5kg施した(第1表).

1963年の短日区は 4月5日から6月30日までの期間畦上に黒ビニーノレをトンネル式に被

8.30α. m. ~5. OOP. m.の8.5時間日長にした. 1964年は4月15日から7月26日まで，

および8月31日までの間，前年同様の方法と，鉢を毎日暗室内にtAx入する方法で 8.5時間

日長にした. 短日区の朝の幌内気温は無処理区より 1~3 0C 高かった. 長日区は鉢上約

1.5111に100W白熱灯を設け， 1964年4月15日から6月20日まで t.OO~9. OOP. m. の問点

第 1表供試材料の栽培の概要

年 度 | タネ球 重_J楢付月 円」 植付場所 I 1区個体数

1962~163 10.0g 9月25日 回 場 40 

1963~164 5.5 9. 6 // // 20 

6.4 9. 6 a/5，000鉢 12 
1965~166 5.0 8. 17 砂丘周i易 毎回 51朱

101 



立

灯 し， 概ね1G時間日長にした.

19G5~19GG年は砂丘畑に植付 けた材料を約半月毎に掘上げ，球形成過程の調査を行なっ

た.

irmj査に 当 つては師凹， 生子iが '1 1 程度の S ~ G I司、をほ取り ， 双限定 f*~~ir&院を用い小Jモ }j!，J\

fT¥)まで、の1MI育成出およびitJ干の数，!tJl:状態について調査し た.

皿実験結果

l 球の形成過程(第 1， 2図，第 2表)
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第1図 ラッ キョウの球形成;0mと分球数 ・生長点数の推移

一一 球径 一一 分球数

ーー四 築制~ 径 一一- :1::.長点数

8， 9月に定附したラッキョ ウは間もなく新葉を加出し，12月末まで葉:の伸長与新葉の

展葉が続く .葉の生長は冬期間積雪下においてもわずか行なわれ，4月一L旬以降再び盛に

なる.新薬分化にflい外装は逐次枯れ， lJ~<当り生架数は'，wに 2'" '1葉であるが，球肥大

の著しくなる 6月上旬以降7月上1'1"旬まで新葉展葉数は少なくなり ，生葉数は減少する.

植付けたタネ球は内1tr\に数個の生長点をもら， 外葉の枯死に 1*い 9 月以降i'~rr次分球とよ

ばれる状態になる.株当り生長点数は 9月1:11下句以降12月上中旬まで増加し， 木調査の村

料ではこ の間に約 2fl~iになった.生長点数の増加は:冬期間はみられず， 4月下旬以降再び

起こり 5月Ictl下句以降は側芽は1"'3葉ごとに分化 し，生長点数は急激に増加する.前

記の越年後に分化した側芽は掘上げ期まで外葉葉鞘より 内部にあって独立した球にiならな

い.従って収穫時の球は内部に数個の生長点、をもっ.

Iftll芽分化の状況は分けつ芽の球内における位置からも知られる.第 2図にみられるよう
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i問 査

4 5 6 7月

WI 
冴~ 2閃 ラッ キョウ の:í.:長点から外~ までの!;Umï/Z 才; .]: 

び王j(内分けつ日lifなのI!寺l倒的依移

一一一外禁までの楽節数 一一最もタ|側の分けつ節位

一段も内加11の分けつilii位

lこi前付け後は外葉の枯死に伴い最も外方の分けつ官i'jf{[は急速に外ItIIJに移り，定値当時から

タネY;I<内に存在した側芽はやがて分球と呼ばれる状態になる.

しかし最も内部の分けつ節位の変化は最外分けつ節卜7.の変化曲線と並行せず，緩やかに

上昇する.これは新しい側芽が分化したこ とを示している.]jii記の11む付け後年内に分けつ

七た Iftll非は葉の新|保代謝一一外葉の枯死と新葉の分化・展紫ーーにより翌年 4~5 月分球

.これと併行して 4月下句から球内には新

JしいfQll芽が分化する.なお外葉の枯死，新薬の

会Jt.， 展葉は 1カ月当り 1.5~2. 0葉であること

が第2毘lから知られた.

葉狩iの直径は定植後一Jtiy小さくなる.とれは

タネ:ulcが分球したことから起こる.球の肥大は

5月上司l句から著しくなり ，球形成の指標

紫紺径/:sjC径の値は 5月上 中匂 以降.

，0，，5以下になった.

G~7 月球肥大の促進に f:ドい葉身の生長は抑

jllllされ， ガJい葉はその外側の葉鞘長より短くな

り1葉身長が葉納長より短い葉をも往々生ずる

C第3，4図).
第 3図 ラッキ ョウの球構成業の生長の状況

ラッキ ョウの花序は 5月下旬"'6月中句に分 (9月24日) 各左側の 2菜は茶身の発育:1[11

fじまる.花序分化後ノl、花が逐次分化するが，花 制により形成された鱗楽
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序の長さは 7月下旬までは 3cm前後にすぎない.短い休眠期聞が終り葉の生長が始まる

頃花序の生長も速やかになり 8月上~下旬に葉鞘外に抽出し，10"""'11月に開花する(第

2表).

ti"; 2衣 ラッキョ ウの業と花序の発育状況(在来品種砂丘焔)

調査 JJ 日 !分球当り生州i最長架 長 | 球 重 |花序分化率 |花序の長さ

8 fl1日

10. 15 

12. 18 

2.0 19.2clTI 

2.4 30. 7 

2. 7 30. 7 

2.G 19.4 

3. G 42. 0 

d 9 r d G2.G 

3.3 55.つJ 

2. 9 57.G 

2.4 44.0 

3.0 41. 3 

3. 5 

4. 17 

5. 17 

G. 1 

6. 17 

7. 4 

7. 17 

5.0g % 一一cm

。
2.6 40 益分化

4. 5 70 0.3 

6. 2 40 O. 9 

7. 7 40 1.9 

crn 

M 
2 3 4 5 6 

業 位(外側1)から)

trc4図 釘長条件が1誌の生長に及ぼす影響
(6月27日， *奈グラフの空白昔日は禁輸長， J二郎
は禁身長を示す)

2. 日長処理か球形成に及ぼす影響(第 4，5図)

自然日長IKと:長日区においては 5，7月は新薬展葉数が少なく なり， 7月中句頃まで若

い心葉がみられず，生葉数が減少した.しかし短日区では新葉の展葉と葉の生長が7，8 

月も続き，生葉数は減少しなかった.但し葉身長，葉鞘長は長日区より一般に短かった

(第3表).

自然貝長区の球径は 5月以降急速に肥大し，これらの株では葉の鱗葉化(葉身の生長抑

制，葉鞘の11巴厚)が認め られた.なお7月26日に短日条件から長日条件に移した個体は約

半月後から球径の肥大が認められた.
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第 5図 日長条件が球径に及ぼす影響
(1964) (知日区 I は 4 月 15 日 ~7 月初 日，

同 E は 4 月 15 日 ~8 月 31 日 の間短日処理)

104 



戸υ 

長日区は球肥大開始期は自然日長区より幾分早かったが，葉身の生長停止期は早く，球

の肥大は早く停止した.なお長日区は球形成後の荊芽期も無処理(自然日長)区より早か

った.

短日区は処理期間1'1:1は葉鞘は肥大せず，葉の鱗葉化は認められなかった.短日区は無処

理区に比べ生長点数が少なく，側月三分{じは短日条件で抑制されるものと思われた.

tr~ 3表 |ニl長処理がラッキョウの生長lこ及ぼす影響 (1964)

!点バT16月12日I 6. 27[7. 1317. 30 I 8. 211 9. 1 I 9. 2<1 
一 一

SD '1. 0 3. 3 3目。 3.2 1.7 2. 0 

生業 I SD，，~:D 2. 3 1.5 2. 3 

数~"I ND 4. 0 3.3 2. 3 2.0 2. 5 2. 7 8. 5 

LD 4. 7 1.3 1.5 2.5 

SD 1. 0 1.0 1.4 1.6 1.5 2.0 

t点E長数 J l SD ND ND 
2. 7 3. 0 3. 0 

2. 5 2. 3 2.8 '1. 0 4. 5 5.5 7.0 

LD 3.8 2. 3 2.4 

心楽長 SD 10/42 19/41 14/33 17/36 9/23 
cm SD-ND 9/17 

最長/長/C菜111 ND 29/59 54/63 32/55 14/46 7/25 6/22 18/36 

LD 35/60 28/，14 9/33 

保l考 SD， 4 月 15 日 ~8 月 31 日短日 lふ SD-ND 短IJ処理後 7)~ 2611から自然日長 ND，白
然日長， LD， 4 月 15 日 ~6 月初日 161時間長日.

3.花序の分化，発育に及ぼす日長の影響

前記のようにラッキョウの:1日芋は 5 月下旬~6 月上旬に分化し，

過した後抽たい1)日花する. 4月15日から長日処理し

夏の短い休眠期聞を経

花序分化期は無処理区とほとんど同時期で

あったが分化後の生長は無処理区.より幾分早く， 7 

月下旬頃に外部に抽出し 9月上旬には花茎は約

一 一 長 田 区 j

一一自然腕!

30cI11に達した(第 6凶)・但し開花せず退化するも 花 20.

のが多かった.

一一短日区!

これに反し 4月15日から 8月31日まで短日処理し 茎 15

花!芋は分化しなかった. 7月初日に短日か長

日長に変えた区は 9月1日には花序がみ、ら 10 

/ 

9月2L1日には花茎が 1~ 2 CI11に伸長した.但

し年内には抽たいに至らなかった.

:/1:序分化株について分化鈴i位を調査したところ，

花序は鱗葉化の起こる薬師1に近い葉位で分化する傾

向が観察された.
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第 6図 日長処理が花序の発育に及ぼす
影響 (1964) (長日区は 4 月 15 日 ~6

月初日，短日区は4月15日""'7月初日

の間処理)
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W 考 察

球形成と日長との関係 球形成は葉の鱗葉化と葉数の増加によって起こ る.

本調査の結果， ラッキ ョウの葉鞘の肥厚は長日条件で起こ り，8.5時間日長の短目では

ほとんど肥厚しないことが主11られた.従って 5月頃から禁輸が11巴厚し球を形成することに

は日長が大きく関係していると問、われる. しかし駄の日長12時間前後のH寺期に球を形成し

ない点や，J~培地により球Jr~ )r<:~閉が幾分違う点、，越冬後ìi白子室内においた株は3;)(肥大期が

早かった}，'ω〉らみて，植物体の発育程度や温度条件も球形成に関係するものと思われる.

Mann氏等はラッキョウにおいてはタマネギ等の球形成時にみられるような貯蔵葉は形

成されないとしている5) 本調査の結果，長日条件では葉の鱗葉化が認められ，葉鞘長が築

身長より長いいわゆる scaleが往々観察された.但しラッ キョウの鱗葉はタマネギ等の場

合と異なり 葉身はある程度発育し，foliage-scaleに近い形をとる (第 3，4図).

球形成に|実11系をもっ葉数の増加は新葉の分化と!日間f分化による.ラッキ ョウの fH~芽分化

は11妥地においては冬期間も幾分起ζ るが13)，本RUd査では12~3 月 のWl聞は認められず 9

~12月 と 4 月下句以降みられた.

{日IJ芽分化は16時間日長区で促進されはしなかったが 8.511~j:1 日1 日長区で l剖fp制された.f則

非分化は頂部優勢の抑え られる状態で‘起こり易いとJ41、われるが，本調査成繍からその機構

を明らかにすることはできなかった.

本調査に用いた在来品種は側芽分化からつぎの側芽分化までの平均葉数は1.41で，タマ

ラッキョウの1.13より幾分多く，iiEって分球数はタマラッキ ョウより少ない.これらの点、

から見て， ラッキョ ウのfl1IJ芽分化の度合はタマネギの場合同摘し 品種の特性によるものと

}J.'，~コれる.

タマネギやニンニタでは}J)(形成に1*ってJA<は休|眠に入る.本調査の結果，自然日長下の

ラヅ キョウは球の形成された 6月上旬頃から約 1カ月間葉の生長が抑制された.長日区は

紫の生長停止Jm，駄のさ!三長開始則と も無処{Yl区よ り早く，短日条件では 7，8月に球を形

成せず葉の生長が続いた. 以上のJAからみて，ラッキョウにおいてもニ ンニグ等と同保，

球形成にf=I'.って球は休日1¥に入るものと，目、われる.但しラッキ ーウの休眠の程度はニンニ グ

等よ り相当 j支いと !ιわ~.しる.

花序の分化p 発育と日長との関係 ラッキョウの花序の分化，発育過程については従来

若干の報告がある5.12，13) しかし花序の分化・ 発育と環境要因との関係なと、不明な点、が多

い.本調査の結果ラッキ ョウの花序は長日，t品i暖期に鱗葉化した葉に近い節位に分化し，

休眠覚醍後地上に抽出する ことが女11られた.ラヮキョウの花序はi也のネギ類と異なり新莱

の葉鞘内からは抽出しない5) これは;{E序をとりまく花序分化節位の葉が禁身の発育の抑

制された鱗葉，もしくは業身の枯死した葉で、ある理111による.

lIIJ記のように短日条件では花序は分化せず，短日条件から長日条件に変えた場合約半月

後にTE序が分化した.従ってある程度の長日条件は花序分化のために必25な条i牛と思われ

る.しかし本調査の長日区の抽たい則の早かったことは，花序分化期が早かったためでは

なく ，分化後の先育が長!ミ! 条 f~ニで促進されたためと思われた.

収量構成要素と球形成との関係 ラッ キョウの株当り収量は 1球重×分球数で示され，

分球数は「タネ球内生長点数+生育中の側芽分化数一収穫球内生長点数」 で示される.

ヲッキョウではタマネギ等と異なりある程度の分球は商品性を高める.このため分球相
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については従来から調査されているが4.6.7.8.9.10.1おそれらの多くは外観的観察に止まって

いる.
ラッキ ョウでは生長点、における新葉分化と併行して外側の古い葉は枯死する.そして側

芽の分化した首i位の葉の葉鞘まで、枯れるとlftlEWは分球といわれる状態になる. ラッ キョウ

:在来種では球の外IWJの葉から生長点まで約7葉で，l'Jcの外業は 1カ月1mに約1.5~2， 0葉枯

流した. 従って分 (じした r~IJ芽が分球の状態に至るまでには約 4 ;7;月内外を~ーす る .

こ のため タ ネ球内にあった 5 ~6 月に分化した側芽は1O~12月 に， 9""""11月に分化した

側芽は翌年5月頃分球する.但しタネ球を遅植えした場合， タネ球内側芽による分球は翌

年まで続く4.6)，そして翌年 5""""6月に分化した側芽は7月頃の収穫期まで分球に至らず球

内問IJ芽として残る.

桜井氏の京都府における結果も10)，10月前後の分球数はタネ):1<内の生長点数とほぼ等し

く，4月前後の分球数は前年秋の側芽分1ヒ数とほぼ等 しいこと を示している(第 7図)，
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制 査 WI 日

第 71泊 ラ ッ キ ョ ウのJ;1( I ;~生長点政 と分球れと のWl !糸

(富111了elE， 1955，京都農試山城支J);)成総よ りl'1'i'g])

一一球内生長点数 一一分球数

従来タ ネ ):I(の大き い場合分J~'R数が多い と いわれてい る 8.9 ， 10.11) こ れは大球のJ)K内生長点

数が小球のそれよ り多いためと忠われる . ま た !1~ 1龍えや元11巴の多い場合分球数の多い こ と

が報告されている3.8.9)，これは上記の条件で越冬前の!日間2分化数，従って 5月頃の分球数

が多く な る ため と思わ~"る.
収量構成要素の1つである球重は 1葉重と葉数でき まる.従って球重は球形成の様相か

色規制される.
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前記のよ うに 5~G 月に分化した側芽は通常分球に至らない.従ってとの時期の生長状

態は葉鞘の肥厚の程度や側芽分化数の点から収穫球の球重に影響すると思われる. このた

め元肥の多少は分球数に影響するが，追肥の多少はおもに球重に影響し3，9，11)，砂丘地産の

球が普iA畑の到tより小さいこ とも同保の理由によると思われる.

以上の諸点からして也るべく大きいタネ球を遅れ~ld.、時期に定1直し，初期生育を促進す

るような諸条件は分球数を増大させ，11巴培に勉めて順調なさt育を計り，特に越冬後の生長

を助長することは球重増大に役立つものと思われる.

なお分球数は品種によって程度を異にする.

V 摘要

ラッキ ョウの球形成および花序の分iヒ， 発育の過程，並びに 日長条件がそれらに及ぼす

影響について調査した.

1)葉鞘の肥厚と装身の生長抑制(葉の鱗葉化)は 5月上1'1:1旬以降著し くなり ，G月下

旬頃球が形成され，球は浅い休眠に入った.

2)分球は植付け期から12月までと翌年 5月頃に起こる.前者はタネ球内に存在してい

た側芽により ， 後者は 9~12月に分化した側芽による . 翌年 5 月以降分化した側芽は収{長

期まで分球に至らず球内に残る.

3) ラ ッキョウの花序は球形成期であ る 5 月下旬~G 月上旬に， 鱗葉化した楽に近い節

!立に分化し，休眠覚醒後抽出 し，タマネギ等と異なり 10月下旬頃開花する.

4)葉の鱗葉化，花序の分化，発育， j則芽分化は長日，温暖条件で促進され， 8，51時間

日長の短日 区では著しく 抑制された.

なお短日条件から長日条件に変えた場合， 半月 ~ 1 月後から葉の鱗葉化，花序の分化が

みられ7こ.

5)以上の点から球形成，花序の分化， 発育に及iます日長の影響，並びに収量構成要素

と球形成との関係について若干の考察を行った.
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花芽分化について，位賀大農学数字[l.. (i::苅-:;7.

Summary 

This stlldy was carricu Ollt on lh巴 lllanif巴stationof the p)'ocess of blllb fO)，l11ation 

and thc cffecls of uay-lcngth on bulb fOl・lllalionand inflorcscencc initialiol1 of Rakkyo 

plants. Thc rcsulls arむ slll11marizeclas follows 

1) Swelling of leaf-sheath ancl inhibilion in the growlh of leaf・blad巴 occlIrrccl

rcma1'kably in ancl aflcr carly May and ncw blllbs wcrc forlllcu in lalc ]lInc. lt sccms 

that thc bulb cnlers light uormancy in ils bull】ingpcriod. 

2) Bulb scparalIon was obscrvccl froI11 S巴pl巴mber 10 Dcccmb巴1・日nd frol11 April 10 

May. In thc forl11cr case it originalcd f1'om latcral bucls cxisting in mothcr-bulb and in 

the lattc1' case frol11 lalcral bllds which initiated frolll Septclllbe1' to Dccむmbcr. Thc 

lateral buds which diffcrcntiatcd in May did not 1巴sllltin hlllb sepa1'alIon. 

3) Inflorcsccncc initiatcd at th巴 growingpoint ncar thc s凶 ly子μ-lcafb】巴t、、刊巴nlatc 1肘M川'la

ancl ea飢rly]unc. D巴Vcloplllcntof inf!orcsccncc was obscrvcd rClllarkably fr・om AlIgust to 

Septcmbcr， ancl flowcring was obscrvcd in OCtObCl・， diffcrcnt f1'om onion 01' garlic. 

4) S 、wc叶州J汁川l日川li昭 of leaf-sheath， initialion of lal 巳引印l'口-コ1叫al bl加〉汎川ud and in 白orcsc 巴ncc dl巳!velopmen

、wereacc巴lc1'at巴dlInclcr long.day and wan口m condilions. Thc sho1't-day trcatment of 8.5 

hour day-length causecl acceleration in leaf g1'owlh， inhibition in lhcεrowth of blllb 

and inflo1'esccnce， ancl c1ecrease in bulb size. 

When conclition of day-lcngth bccam巴 long-dayfrol11 shorl-clay，日caly-lcaffOl・JIIalion 

and infto1'cscenc巴 inilialionwe1'巴 founclin the blllb 15~:lO days aftc1'wa1'cls. 

5) Basccl on th巴 abovc m巴nlionecl 1'esulls， lllcchanism of photopcrioclic 1'espon日巴 in 

buJb [ormalion ancl inflorcsccncc inilialion and desirabJ巴 melhodsof cllJtll1'c to proclllcc 

Jarge yiclcls wcrc disCllssccl. 
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